
266 うず状エコーの解析

　18日03時頃に金沢付近を通過したうずの前面では，一

4×10－4sec－1の収束域が存在し，中心の通過時と，その

後面での発散収束の変化が明瞭に表現され，次のうず状

エコーc（第13図参照）の前面による収束域が05時頃か

ら表われていた．

　あとがき

　うず状エコーの発生，発達に寄与すると考えられる一

般場について，いくつかの検討をした．

　しかし，例数の点でまだ，この種のエコーが発生する

条件を見いだすには，十分でない．

　今後も，これらのうず状エコーについて，詳細に吟味

することが必要であろう．

　それには，新しい手法の発想も重要な点である．

　おわりに，指導いただいた立平良三技官（気象庁予報

部電子計算室）と，資料収集に協力いただいた，金沢，

富山，福井地方気象台と輪島測候所の方々に感謝する．
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編　集　後　記

　○　かなりの量の広告が掲載された4月号を手にさ

れて，各自それぞれに，いろんな受けとりかたをされ

たことと思います．

　広告にはさまれて本文のかげがうすくなったとか，

逆に，かたい論文を読んでいるときに広告に目を通す

と息抜きになってよいとか・・…・，あるいは，新しく測

器を購入する際にさっそく参考になったという向きも

おられたことでしょう．

　これを掲載するにいたった理由は，4月号のP．233

に述べられているとおりです．

　○　このところ，論文・短報などは比較的順調に掲

載されています，学会の春の大会も終わったことです

し，発表成果をまとめて，本誌にも続々投稿して下さ

い．

　その他，通信欄・会員の広場への投稿もお待ちして

います．これらは，即刻掲載する余裕がありますの

で．

　○　本誌の内容を会員各位のご希望にそうように

し，また，充実を計りたいというのが，編集委員会と

してもっとも意を用いているところです．

　その一環として，本号で天気の内容についてのアン

ケートを行うことにしました．要領をよく読んでいた

だいて，7月31日までに必らずご意見をお寄せ下さ

い．

　回答用のハガキは，料金受取人払いの措置をとって

ありますが，お近くに天気編集委員または地区編集委

員がおられるような場合には，その方にお渡しいただ

いても結構です．　　　　　　　　　　　　　　（S）
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